
..~'"曹司1u，.JllC=l~~-!~聞些~~lil~~-'ëW;;司戸";;IJ

名古屋港水族館北館における海水利用高効率

ヒートポンプシステムの適用

林 大介 (はやしだいす(判明B電力(株)技術開発本部 エネルギ応用研究所

1 はじめに

海水の温度は、 夏に外気且よりも低く、冬に外気温

よりも高いため、海水をヒ トポンプの熱源水や冷却

水として利用すると高いエネノレギー効率が得られる。

そこで、腐食性の高い海水でも直接通水を可能とし、

さらに冷諏サイクルの工夫により大幅にエネノレギ 効

率を向上させたヒートポンプを開発したD。

この高効率ヒートポンプを採用した名古屋港埠族館

北館のプ ル水温調節施設において、海水利用ヒ ト

ポンプシステムの省エネノレギー性、環境保全性、およ

び経済性を検証することを目的として実証試験を行っ

た。本稿では海ホ利用ヒ トポンプシステムの実証試

験結果について紹介する。

2 海水利用高効率ヒートポンプシステム

2.1 システムの概要

名古屋港水族館北館の飼育プールの水温を調節する

ヒートポンプシステムのフローを(図1)に示す。本シ

ステムでは、名古屋港の海水をヒ トポンプの熱源水

や冷却水として利用する。また、ヒートポンプの熱交

換器への海生生物付着防止のため、オゾン防汚装置を

採用している。

このシステムは、温帯域を中心に亜寒帯域から熱帯

域にまで生邑するパンドウイノレカや北極から南極まで

全世界の海に適応し生邑するシャチを飼育するため、

夏季に冷却運転し、冬季に加熱運転するメインプーノレ

系システムと、北極海を中心に生思するペル ガを飼

育するため、冷却のみを行うベノレーガプール系システ

ムに分かれる。メインプールの水張り総容積は約

23川 om'、ベノレ ガプ ノレは約 2，100m3と計 25川o
m'の世界最大級の飼育プールである。
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国 1 ヒートポンプンステムのフロー

ヒートポンプシステムの運転状況を把握するため、

計調11システムを(図むのとおり構築した。

2.2 高効率ヒートポンフ

採用された高効率ヒートポンプ「ウノレトラハイエ

フ」を(写真1)に示す。

当機は、従来のヒ トポンプの動作原理が逆カノレ

ノーサイクルであるのに対して、混合冷媒と超高性能

プレ ト式熱交換器の採用により、新しいサイクノレ

「ローレンツサイクノレ」を世界で初めて実現したヒー

トポンプであり、従来のヒートポンプに対して大幅な

高効率化を達成した。

また、プレート式熱交換器の材質としてチタンを選

釈することができ、未利用エネノレギ (温度差エ不ノレ

ギ 〉の中で最も腐食性の高い海水でも冷却水や熱源

水として直接利用できる。

己れにより、ヒ トポンプ本体の高効率化だけでな

く、補機を含めた海水利用ヒ トポンプシステム全体

での高効率化が達成できる。すなわち、通常のヒート

ポンプでは海水を利用する場合、(図 3)に示すよう

に、別途、 間接熱交換器を設置し、海水とヒートポン

プに導かれる熱源水とを分離して、ヒートポンプに海

水の熱だけを導 く形式を選択する ととも多い。しか

し、温度差エネノレギーと呼ばれる未利用エネノレギー
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